
モーションキャプチャシステムによる計測

　モーションキャプチャシステムは、カメラ映像に基づいて、物
体の三次元運動を計測するシステムです。利用例として、映
画やビデオゲーム等において、実際の人間の動きを計測し
て、そのデータに基づいて三次元コンピュータグラフィクスの
キャラクターを動かすなどが挙げられます。 　
　計測すべき物体には、再帰性反射マーカと呼ばれる直径
5～15 mm程度の軽い球体を貼り付けます。その表面は、赤
外線を反射する素材で覆われています。そのため、 赤外照明
を当てて赤外線カメラで撮影すると、反射マーカのみが際立っ
て明るく写り、一方でほかの物体は暗く写ることで、画像処理
による自動判別が容易となります。
　このマーカが写った赤外線映像を同時に複数のカメラで
撮影し、画像処理によるマーカ代表点の検出、三角測量と呼
ばれる原理に基づく幾何的な計算を経て、三次元位置デー
タを取得します。

移動ロボット計測の事例
　右図は、車輪が付いた移動ロボット（左上図）にマーカを4
個取り付けて計測を行った例です。モーションキャプチャシス
テムのデータ処理ソフトウェア上では、検出された各マーカに
対応する球体とその軌跡が三次元コンピュータグラフィクスで
表示されます（右上図）。また、計測された三次元位置データ
は、X、Y、Z座標ごとに別々に、縦軸を座標、横軸を時間として
グラフ表示されます（下図）。

　掃除ロボットのように、機械は動作することによって役割を果たします。
開発の過程において、機械が設計した通りに動作しているかを確認する
ことが必要となります。このような場合に、モーションキャプチャシステ
ムを利用して、三次元空間における機械の動作を計測することができま
す。
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　金属とプラスチックを強固に接合する
画期的な技術に、世界中が熱い視線を
送っています。その一つ「NMT（ナノ・
モールディング・テクノロジー）」を開発し
たのが大成プラス（株）です。
　NMTが世界的に注目を集めるきっか
けは、平成27年7月、NMTで接合され
た異種材料複合体の特性評価試験方
法が、国際規格ISO19095シリーズと
して決定されたことでした。
　NMTとは、アルミニウムなどの金属を
特殊な液体に漬け、表面にできたナノレ
ベルの無数の穴の中にプラスチックを
入れ込むことで、金属とプラスチックを一
体化させるという独自技術です（図1）。
接着剤を使って接合するのに比べ、格
段に接合強度が高いのが特徴です。そ
の強度は、金属板に接合したプラスチッ
ク部分をハンマーでたたいても、決して
取れることがないだけでなく、逆に金属
板の方が曲がってしまうほどです。

　NMTを“発見”した大成プラス（株）
会長の成富氏は、硬いプラスチックと軟
らかいプラスチックを一体成型する技術
でヒット商品を生み出した経験を持って
いました。
　金属とプラスチックを強固に接合する
技術は、開発が2年半にも及んだ末に、
偶然ともいえる過程を経て発見したとい
います。
　「それまで、媒介材料を用いて金属とプ
ラスチックを接合しようと、さまざまな材料
で試作を重ねていました。しかし、媒介材
料が尽きてしまったため、媒介材料を入
れずに、プラスチックと金属に化学処理
を施したところ、接合に成功したのです」

　その後の研究開発により、接合でき
る金属とプラスチックの種類が増え（図
2）、今日では、スマートフォンやデジカメ
など高強度かつ小型・軽量化が強く求
められる製品に広く使われています。
　自動車分野で燃費の向上と環境負
荷の軽減を目的に、高強度かつ軽量な
新材料を求めるニーズが一層高まって
います。その要求に応える方法の一つと
して、NMTを自動車部品に応用する試

みが始まっています。これまで、金属を溶
接してつくられていた部品の一部を、
NMTを活用してプラスチックに置き換え
られれば、大幅な軽量化が見込めます。

　国際規格ISO19095の発行により、
NMTで製造された部品の接合強度や
耐久性が定量的かつ客観的に評価で
きるようになったことで、自動車部品へ
の応用が期待されると同時に、日本全
体の省エネ技術の国際競争力向上に
寄与するものとして、期待が高まってい
ます。

　今回お話を伺った成富氏には、TIRI
クロスミーティング2016でご講演いた
だきます。詳しいお話を聞ける機会です
ので、ぜひご参加ください。
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図2　金属とプラスチックの接合
アルミニウム、マグネシウム、銅、ステンレス、チタン、鉄、亜鉛鋼板、
黄銅とプラスチックのPPSやPBT、PPAなどの接合が可能。
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図1　NMT処理後のアルミ材の表面　
（上）処理前　（下）処理後
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